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大阪のスーパーシティ構想について

2



「健康といのち」をテーマに住民QoLを向上させる先端的サービスを展開

データで拡げる“健康といのち”
2023年度～
夢洲コンストラクション
３つの円滑化を推進

1. 建設工事現場内外の移動
2. 建設工事及び資材運搬
3. 建設作業員の安全・健康管理

2024年度～
うめきた２期
中核機能のテーマ
ライフデザイン・イノベーション
超スマート社会が到来する中、IoTやビッグデータなどの活用により、創薬や医療機器開発
などの分野にとどまらず、人々が健康で豊かに生きるための新しい製品・サービスを創出

２つのグリーンフィールド
•夢洲
• うめきた２期

2025年度
大阪・関西万博
テーマ
いのち輝く未来社会のデザイン
サブテーマ
Saving Lives（いのちを救う）
Empowering Lives（いのちに力を与える）
Connecting Lives（いのちをつなぐ）

大阪のスーパーシティ構想のテーマは「データで拡げる“健康といのち”」。２つのグリーンフィールドで３つのプロジェクトを展開、大阪全
体へ拡げていく。

大阪のスーパーシティ構想の概観

提供：２０２５年日本国際博覧会協会

住民QoLの向上と
都市競争力の強化を

めざす

輝く未来社会
イメージパース（提供：うめきた2期地区開発事業者)
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スマートモビリティ
レベル４相当の自動運転の実施
万博会場内外のバスの移動を、自動運転（レベル
４相当）で実施
自動運転×貨客混載による交通渋滞緩和
レベル２の自動運転バスを使った建設作業員と工事
資材の効率的輸送により交通渋滞緩和
MaaSによる移動の円滑化の実現
MaaSによる経路検索・予約・決済や会場混雑情報
の提供等、シームレスな移動体験の実現

先端国際医療
先端国際医療サービス
国籍や場所を問わず、先端国際医療サービスを日
常的に享受することができる環境を整備

空飛ぶクルマ
日本初の空飛ぶクルマの社会実装
空飛ぶクルマを万博会場へのアクセスや観光周遊
サービスなどで活用し、社会実装を実現

夢洲コンストラクション
ドローンなどによる建設現場の革新
資材運搬、測量、工事管理、現場見守りなどにド
ローン、BIM/CIMデータなどを積極活用

大阪のスーパーシティ構想がめざす未来ビジョン

大阪広域データ連携基盤 （ORDEN）［Osaka Regional Data Exchange Network］

ビ
ジ
ョ
ン

主
な
先
端
的
サ
ー
ビ
ス

移動 物流まちづくりなど

豊かに暮らす健康長寿社会
ヘルスケア

ストレスフリーな最適移動社会
モビリティ

活力にあふれるデータ駆動型社会
ビジネス・イノベーション

医療 健康

大阪のスーパーシティ構想の概観

未来健康サービス
AI分析などによる健康増進プログラム
ヒューマンデータとAI分析などのエビデンスに基づく健
康増進プログラムの提供
次世代PHRを活用した先端的サービスの高度化
データ連携基盤などを通じて健康、医療、介護、ス
ポーツなど、多岐にわたるデータを繋いだ次世代PHR
を活用し、AIなどの新たなテクノロジーを利用すること
で、健康・医療のシームレスな融合や個人への最適
化など、高度化された様々な先端的サービスを提供

ピンポイント気象予報
AIなどによる気象予報
AI技術と観測データなどを活用し、地域限定の気象
予報サービスを提供

うめきたパークネス
みどり×IoT×健康
健康増進サービス、リアルとデジタルの融合空間の創
造、ロボットによる施設管理などにより未来の公園を
実現

大阪SDGs
行動憲章

わたしたちは、「誰一人取り残さない、持続可能な社会の実現」をめざす“持続可能な開発のための2030アジェンダ”（SDGs）の理念に賛同し、
2025年大阪・関西万博の地元都市として、万博のテーマである「いのち輝く未来社会のデザイン」に向けて、SDGsの17ゴールの達成をめざします

目
的

住民QoLの向上
QoL…Quality of Life 「生活の質」

都市競争力の強化

様々な先端的サービスに取り組むことで、住民QoLの向上と都市競争力の強化をめざす。
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ビジネス・イノベーション

住民一人ひとりの生活の質が向上し、都市が成長し続ける大阪

［Osaka Regional Data Exchange Network］

構想実現に向けたチャレンジ

夢洲及びうめきた２期において先端的サービスの実証や実装を進め、また大阪広域データ連携基盤（ORDEN）を活用した様々なデー
タ連携を推進することで、次々とビジネスが生まれるデータ駆動型社会の実現をめざす。

 また、イノベーションの担い手となる企業等の創業支援※・ビジネス環境整備にも注力し、「技術革新と課題解決の好循環」「イノベーショ
ン創出」を図り、働きやすく住みやすい、健康で快適な質の高い暮らしと、大阪の成長・発展の実現をめざす。
※外国人創業活動促進事業（スタートアップビザ）【区域計画】
→創業人材等の多様な外国人の受入れ促進及び起業準備活動期間の延長に関する特例措置の活用

データ連携データ連携

データの活用が
新たなサービスを生む

新たなサービスの創出が
多様なデータの連携を生む

ビジネスが生まれるデータ駆動型社会
快適な環境のもとでチャンスがあふれる、未来のビジネス都市

イノベーションを通じたビジネスの振興

ガブテック スマート観光 エドテック ロボット・バーチャル スマート防災 スマートエネルギー フィンテック

分野別データ 地域別データ 事業別データ

豊かに暮らす健康長寿社会
誰もが最適な医療を受けることができる、未来の健康社会

ストレスフリーな最適移動社会
時間や場所を問わず人やモノが移動できる、未来の移動社会

ヘルスケア モビリティ

データ連携などによる
サービス高度化先端国際医療の提供 日常における

空飛ぶクルマの普及万博後のMaaS

都市競争力
の強化

住民QoL
の向上

大阪広域データ連携基盤 （ORDEN）
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データ提供事業者

連携・提供

連携・提供

カタログ開示要求

データ提供

大阪広域データ連携基盤（ORDEN）【区域計画】

データカタログ

ORDEN利用者

ORDEN利用者が
同意した事業者に対し
IDに関するデータ提供

ID連携機能

ORDEN-IDデータ
データ提供
ID連携同意

パ
ー
ソ
ナ
ル

デ
ー
タ

非
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ

オ
ー
プ
ン

ク
ロ
ー
ズ

ク
ロ
ー
ズ

データ提供元データ データ連携利用モデル
ORDEN サービス（例）

大阪府

市町村

府民A

府民B

大阪府

市町村

民間
企業

データカタログ
最低限のメタデータのみ開示

民間
企業

データ例
・氏名
・住所
・性別
・興味関心

：

データ例
・府政情報
・イベント情報
・観光情報

：

データ例
・工事車両管理情報
・気象予報
・交通量

：

データ連携機能

カタログ開示・データ提供

大阪Ｍｙポータル（仮称）

①個人にサービスを届ける「パーソナル配信」
②電子申請に直接つながる「電子申請連携」
③様々な予約ができる「予約システム」
④行政文書を安心して通知「デジタルポスト」
⑤なんでも相談できる「AI総合相談」

標
準
機
能

ピークシフト誘導

工事情報、車両データ、
気象予測、道路交通
情報のデータから、各
ルート上限交通量を超
過しないように車両運
行計画のロジック最適
化計算を実施

 大阪府における先端的サービスの実装や多様なデータの流通を促進する仕組みとして、大阪広域データ連携基盤（ORDEN）を大阪
府が2023年３月に構築した。

 スーパーシティ構想において検討を進める、「データなどの活用による交通量予測に基づく工事車両のピークシフト誘導」や、「交通量や混
雑状況等の分析に基づく最適なルート案内」などで本基盤の活用を想定。

 その他、2023年度末を目途に「大阪Ｍｙポータル（仮称）」を構築し、個人の属性情報（年齢・興味関心等）に応じ、必要な情報を、
必要なタイミングで提供することに加え、電子申請や予約システムとのシームレスな連携により、行政手続の利便性向上に取り組む。

 また、安全・安心なデータ連携基盤の運用のため、データの安全管理等のセキュリティ対策やプライバシー保護対策を適切に講じる*。
* 内閣府が提示する「スーパーシティ等におけるデータ連携基盤に求められる互換性・安全性・プライバシーに関する事項」へ適合した整備・運用を実施。

 今後、特区制度の基本方針に則り、ORDENの成果を府域のみならず、オープン化等により他のスマートシティに横展開することをめざす。

一人一人にサービスを届けるオールインワンパッケージ

メタデータ開示

データ提供事業者
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大阪のスーパーシティ構想の現状と今後の取組について
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ドローンによる建設工事の円滑化

夢洲：夢洲コンストラクションにおける現状と今後の取組

夢洲コンストラクションの３つの柱

①建設工事現場内外の
移動円滑化

③建設作業員の安全・
健康管理円滑化

②建設工事・資材運搬
円滑化

 データなどの活用による交通量予測に基づくピークシフト誘導
 位置情報及びAIカメラによる車両管理
 駅及び共同駐車場からのシャトルバス・デマンドバスの運転管理
 BIM/CIMなどを活用した建設工事の効率化
 データ及びセンシングによる局所的な気象予測
 ドローンによる建設工事の円滑化
 シャトルバスを活用した資材運搬(貨客混載)
 AIによる顔認証での建設作業員の入退場管理
 バイタル情報及び位置情報によるリアルタイムでの安全・健康管理

夢洲コンストラクションで実現した技術やサービスを全国の大規模建設工事を始め、まちづくりにも発展的に活用

・ 夢洲コンストラクションでは、最先端技術の活用により建設工事を安全かつ円滑に行うための「先端的サービス（規制改革含む）」を実施。

大阪・関西万博の開催に向け、会場整備やインフラ整備などの建設工事を円滑に行うため、工事車両の渋滞対策や作業員の
円滑な移動などに取り組む。

今
後
の
取
組
例

事
業
概
要

ピークシフト等の必要性有

上限交通量A
B＋C

時間軸

一般車両と
工事車両数の総和

上限交通量を超過しない運行計画

工事情報、車両データ、
気象予測、道路交通情
報のデータから、各ルート
上限交通量を超過しな
いように車両運行計画
のロジック最適化計算を
実施

数理最適化モデルによる車両運行計画の最適化

（規制改革事項）
無人航空機用のワイヤレス電力伝送装置に係る型式指定の制度化

ドローンの飛行中の充電を可能とする装置について、 個別の設置許可
を不要とする型式指定に必要な条件の検討
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夢洲：大阪・関西万博における現状と今後の取組
大阪・関西万博では、４つの特徴的な先端的サービスをはじめ様々な取組が進められる。

提供：２０２５年日本国際博覧会協会

①近未来の医療・健康サービス

②自動運転車

④MaaSによる移動の円滑化

 パビリオン来館者のヘルスケアデータの取得によるパーソ
ナライズされた体験が可能なサービスの提供

 日本初の空飛ぶクルマの社会実装

 カーボンニュートラルの観点を踏まえたEVバスの自動運転
（レベル４相当）の実施

③空飛ぶクルマ

①「大阪ヘルスケアパビリ
オン」外観イメージ

③「空飛ぶクルマ」
出典：経済産業省HP

 OSAKAファストパス（仮称）の実施
 万博関連情報の連携による関西MaaSの機能拡充

４つの特徴的な先端的サービス

万博で実現した先端的サービスを万博後の大阪に展開

万博に関する仮設建築物の建築に係る特例 【区域計画】
 大阪のランドマーク的な存在として長らく親しまれてきた「大
阪マルビル」建て替え工事期間中、敷地に特例を活用し
た仮設の待合所を設置する等シャトルバスのターミナルを
整備し、万博の円滑な来場者輸送に寄与

万博バスターミナルイメージパース大阪マルビル

事業者：大和ハウス工業株式会社 設計・施工：株式会社フジタ
敷地所有者：株式会社大阪マルビル

・ 大阪・関西万博では、「未来社会の実験場」のコンセプトにふさわしい「先端的サービス（規制改革含む）」を実施。

今
後
の
取
組
例

事
業
概
要

大阪ヘルスケアパビリオンでの取組 空飛ぶクルマ
 空飛ぶクルマの空港や市内等からの２地
点間運航の実現を目指す

出典：経済産業省HP（規制改革事項）
空飛ぶクルマの機体の安全性、操縦者、
運航安全等に関する基準の整備

 大阪府と大阪市がREBORNをテーマに
オール大阪で出展する「大阪ヘルスケア
パビリオン Nest for Reborn」では、未
来の医療・健康サービスを提供
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うめきた２期における現状と今後の取組

うめきた２期において先端的サービスを提供し、他の地区での将来的なまちづくりに活用

 サービス事業者が来街者のヒューマンデータ（心理、生理、脳情報、
行動など）を取得し、当該データを活用できる環境を構築

来街者の利便性向上に資する先端的サービスの例
①ヒューマンデータ利活用に
資するプラットフォームの提供

②パーソナルモビリティサービス
のシェアサービス

・ うめきた2期では、来街者の利便性向上に資する「先端的サービス（規制改革含む）」を実施。今
後
の
取
組
例

事
業
概
要

③公園内・建物内における施設
管理、配送などのマネジメン
ト高度化
④リアルとデジタルの融合した都
市空間＝Parknessを実現
するためのＤＸ推進
⑤駅を活用したまちなか・便利
なヘルスケア環境の構築

 パーソナルモビリティの利用環境の整備による、利用者の公園
内外の移動の円滑化

 リアルとデジタルの融合した新たな価値創造空間の創出・大容
量通信網（ローカル５Gなど）の整備

 建物・公園の維持管理・運営業務について、画像解析・ロボッ
ト・ドローンなどの技術を活用した業務の省人化・無人化

 大阪駅（うめきたエリア）におけるスマートゲートの活用
 センサーやデバイスを敷設した健康計測スポットを設置

 温泉利用型健康増進施設にて、ヒュー
マンデータとAI分析などによるエビデンス
に基づく健康増進プログラムを提供

 効果を数値化してデータに還元すること
で循環型の健康サイクルを形成

 ミラーワールドを構築し、MR技術により
現実と重ね合わせることで、多種多様な
テーマの世界を体験できるイベントを検討

 「みどり」の空間に、柔軟な設置が可能な
仮設建築物を設置し、 来街者に「様々
な体験価値」を提供

ヒューマンデータ利活用に資するプラットフォームの提供 リアルとデジタルの融合した都市空間＝Parknessを実現するためのＤＸ推進

うめきた公園全体計画図
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２期地区の約半分を占める大規模な「みどり」を中心に地区全体で、来街者に「みどり」を使った体験や行動変容の機会の創出など、
来街者の利便性向上に資する先端的サービスを提供する



大阪のスーパーシティ構想の推進体制
区域指定を受け、スーパーシティ構想の実現を図る推進体制として、大阪スーパーシティ協議会を開催。
協議会で意見交換を行いながら、大阪府・大阪市は2022年12月に大阪のスーパーシティがめざす姿、指定区域で実施する先端的
サービス及び規制改革の内容などを全体的に取りまとめた大阪スーパーシティ全体計画を策定・公表した。

計画策定後は、着実な計画推進に向け、事業実施主体が先端的サービス実装を効果的に進められるよう、取組を進めている。

アーキテクト

指導、助言

民間企業・経済団体
大学機関 など

大阪府
大阪市

強いコミットメント

互いに力を発揮できる
土壌づくり

大阪スーパーシティ協議会

全体計画・区域計画の素案
意見交換

大阪府 大阪市

関西経済連合会大阪商工会議所関西経済同友会

２０２５年日本国際博覧会協会

うめきた2 期開発事業者JV

先端的サービス
の実装

高度なノウハウ・
知見の提供

計画の策定

計画の推進
実装に向けた協議調整 11
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外国人創業活動促進事業（スタートアップビザ）【区域計画】

背 景

期待 さ れ る効果

●大阪市では2019年５月から「大阪市外国人起業活動促進事業」として、経済産業省から外国人起業促進実施団体の認定を受け、支
援窓口を市の中小企業支援の執行機関として位置付けている大阪産業局に設置して、経営相談、資金調達など産業局が保有する支援
機能を使って起業活動支援を実施している

●2020年には京阪神地域が「グローバル拠点都市」に選定されグローバルに展開するスタートアップ企業が次々に輩出されるスタートアップ・エ
コシステムの構築に取り組んでおり、大学の研究成果を活かしたスタートアップの創出・成長支援も進めている

●外国人起業活動促進事業導入後、コロナ禍においても制度利用者は順調に推移しており、訪日外国人客数が回復し始めた2022年度
以降は相談件数、制度利用者ともに増加の兆しが見られる

●優秀な外国人起業家をさらに呼び込むためには、事業化までに比較的時間を要する研究開発型スタートアップなどを想定して、経済産業
省のスタートアップビザによる最長１年間の起業準備活動のさらなる延長が有効と認識しており、そのための国家戦略特別区域外国人創
業活動促進事業の導入が必要

特例の概要
①上陸６か月以内に「経営・管理」の要件を満たす見込みで大阪市
等からサポートを受ける創業活動については、特例的に在留資格
を認める（最長６か月）

②外国人起業活動促進事業の期間内に起業に至らなかった外国
人が、大阪市等からサポートを受ける創業活動については、国家
戦略特別区域外国人創業活動促進事業を活用することを認める
（最長６か月） 大阪市・関連機関による

各種サポート、進捗確認、創業支援

在留資格「特定活動」
最大1年※経済産業省制度

継続してサポート

②在留資格「経営・管理」
※創業活動 （最長６か月）

①在留資格「経営・管理」
※創業活動 （最長６か月）

国家戦略特別区域外国人創業活動促進事業を導入し、海外スタートアップ、優秀な外国人起業家を
呼び込むための環境整備を行うことで、大阪市のスタートアップ・エコシステムの活性化に寄与
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大阪・関西万博に関する仮設建築物の建築 【区域計画】

事業者 ：大和ハウス工業株式会社
敷地所有者：株式会社大阪マルビル
設計・施工 ：株式会社フジタ
建築予定地：大阪市北区梅田1-9-20（大阪マルビル跡地）
（都市計画：防火地域、商業地域、高度地区（最低限度20m））
敷地面積 ：3,244.62㎡（981.498坪）
仮設建築物：駅シャトルバスターミナルの待合所
存続期間 ：2025年12月まで（想定）
仕 様 ：『ZEB』認証、リユース材使用、太陽光発電設備

 大阪・関西万博の開催に向けては、想定来場者2,820万人の安全で円滑な来場を実現しつつ、大阪・関西圏の社会経済活動を支
える人流・物流への影響を最小化することが大きな課題であり、会場アクセスの一つとして、主要ターミナルから会場への直通シャトルバ
スの運行を計画。

 大阪のランドマーク的な存在として長らく親しまれてきた「大阪マルビル」は、竣工から約50年を迎え、建て替えが決定。建て替え工事期
間に万博が開催されることから、ビル事業者が、万博への協賛として敷地をシャトルバスのターミナルに整備し、無償で提供。

 敷地内には、万博に関する仮設建築物の建築に係る特例※を活用し仮設の待合所を設置するほか、乗降場、待機場などを設け、全
国各地から来場される方々の安全・快適な移動を支援する。
※大阪・関西万博に関連して１年を超えて建築される仮設建築物について、あらかじめ区域計画に公益上やむを得ないものとして位置付けること
により、特定行政庁が「公益上やむを得ない」ものとして取り扱うことになりうる特例。

2023年度 2024年度 2025年度

建設工事
（4か月）

バスターミナル利用期間※

（9.5か月）
解体

（2か月）
工事準備期間
（5か月）

仮設許可
建築確認
（3.5か月）

スケジュール

万博開催

仮設建築物の使用期間（１年＋3.5か月）

大阪マルビル跡地バスターミナル整備事業の概要

バスターミナル イメージパース EVバス

「大阪マルビル」は、1976年4月、当時の
最新鋭の技術を結集した日本初の円形超
高層ビルとして誕生。ビルの屋上には、創業
時より電光掲示板が設置され、ニュースや
天気情報を発信し、「回る掲示板」の愛称
で親しまれてきました。

提供：２０２５年日本国際博覧会協会 14提供：大和ハウス工業株式会社
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